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脱炭素チャレンジカップ

　近年の気象の激変や災害の頻発などの状況を踏まえ、気候変動対策をより加速化するために、昨年度に「低炭素

杯」から名称を改め、第 2 回目となる「脱炭素チャレンジカップ 2021」を 2 月に開催いたしました。

　この度は、新型コロナウイルス感染症の現状を鑑み、参加者およびスタッフの健康・安全面を考慮し、新たな形

としまして、オンラインでの開催となりました。

　本大会は、多種多様な団体（学校、企業、自治体、NPO など）が日々取り組まれている脱炭素社会の構築につ

ながる活動を募集し、最終選考で自身の活動を発表することによって、取組のノウハウや情報を共有・発信し、さ

らなる連携や意欲を創出することで、豊かな脱炭素社会の未来を創造する「場」となることを目指しています。

　「脱炭素チャレンジカップ 2021」では、ダイレクトエントリーと地域大会（4 地域大会）の計 144 団体の中か

ら選ばれた 28 団体がステージ上のプレゼンテーション審査に臨まれ、環境大臣賞や文部科学大臣賞などの各賞を

決定いたしました。

　開催にあたっては本事業に賛同していただいた企業・団体の皆様からのご支援・ご協力をいただきました。

脱炭素チャレンジカップ　SDGs 貢献 概要
キーワード

Think Globally  Act Locally
地域の取組を、世界に発信

世代を超えて！
2030年の達成を目指す！

SDGs達成に向けて貢献
「脱炭素チャレンジカップは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。」

世界で気候変動問題が年々深刻化する中、「パリ協定」に基づき、世界の平均気温の上昇を

産業革命前の２℃未満に抑え、脱炭素社会を構築することを我々は目指しています。

日本においても脱炭素社会の実現に向けて、社会全体での機運の醸成や効果的な対策への

取組を強力に進めていく必要があります。

そのような状況の中、「脱炭素チャレンジカップ」では、様々なパートナーと出会える「場」を提供

することによって、地域活動の活性化とネットワークの構築が促進され、あらゆる主体の連携が

深まり、脱炭素かつ持続可能な地域づくりへの加速化が図られることを期待しています。

①地域センターの参加による
全国展開

地域センターのネットワークで地域活動の
掘り起こし

（他アワードとの差別化）
↓

オール日本の取組を紹介・発信

②地域の脱炭素取組モデル
発信

再エネや省エネの取組
最新技術や地域活動を共有！

↓
脱炭素による生活の質の向上と

地域活性化

③企業との連携
企業のニーズと地域のシーズを
マッチング・出会いの場づくり

↓
地域の担い手づくりによる

課題解決

課題１情報の発信：デザイン・ネットワーク・用途の明確化 課題２参加のプラスα：満足度の向上・価値の向上と共有化
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皆さん！　「脱炭素チャレンジカップ 2021」のファイナルステージに、ようこそ！　
実行委員長の小宮山宏です。
昨年、開催 10 年目を契機に、低炭素杯から「脱炭素チャレンジカップ」へとシフトアッ
プしました。
そして、その私たちの決意を後押しするかのように、昨年、菅政権が、国の成長戦略の
一翼として、2050 年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略を表明されました。
その柱として、「経済と環境の好循環」を掲げるとともに、2050 年までに温室効果ガス
の排出量を実質ゼロにすると所信表明演説で発表しました。
そして、海の向こうのアメリカでも、よくやく誕生したバイデン政権が、早速トランプ政権
下で離脱した地球温暖化対策の国際的な枠組み「パリ協定」に復帰するための文書な
どに署名するなど、前政権からの政策の転換をアピールされています。
これまで歪だった、世界的な環境対策への道筋が開けることになりました。
私たちも、この世界的な流れ、日本の国内の動向に真摯に向き合い、持続可能な「脱炭素」
に向けた動きがとにかく早急に必要だと考えています。
まずは、それぞれの立場で「脱炭素」に向けた活動に、気持ちと行動で取り組んでいく、
具体的な「やってみよう」というアクションが必要なのです。

残念ながら、今年は全国的な新型コロナウィルスの影響によって、みなさまに集まってい
ただくことが叶わず、一部、皆さんとリモートで繋いだ開催となりましたが、今年もこの
コロナ禍に負けず、28の団体による新たな「脱炭素」社会の構築に向けた取り組みが集
まりました。
これらの個々のチカラが集結すれば、それこそ、地球規模での気候変動に立ち向かっ
ていくことも夢ではないと、私は考えます。

さあ皆さん、それでは準備はよろしいでしょうか！
「脱炭素チャレンジカップ 2021」、スタートです！

脱炭素チャレンジカップ 2021　挨拶

脱炭素チャレンジカップ実行委員会委員長
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　「脱炭素チャレンジカップ 2021」の表彰式にあたり、環境省を代表して、一言、御挨拶を申し上げます。

　本日は、28 の団体の皆様によるプレゼンテーションが行われ、いずれの団体からも、地域に根ざし、創意工夫に満ちた素晴ら

しい取組が披露されたと伺っております。

　プレゼンテーションをされた皆様におかれましては、大変お疲れ様でした。そして、文部科学大臣賞をはじめ、既に各賞を受賞

されました皆様、誠におめでとうございます。

　さて、2050 年脱炭素社会の実現に向けては、企業や自治体、国民など、あらゆる主体が取り組むことにより、ライフスタイル

を脱炭素型へと転換していくことが重要でございます。

　そのためには、私たち一人ひとりが、気候変動の危機的な状況を正しく理解し、生活のあらゆる場面で、脱炭素社会づくりに貢

献する「製品への買換え」、「サービスの利用」、「ライフスタイルの選択」など賢い選択「COOL CHOICE」を心がけ、気候変動対

策を一層進めていく必要があります。

　本日参加された皆様には、ここで学ばれた知恵をそれぞれの御地元でも共有していただき、広く地域の皆様に気候変動対策の自

発的な行動を促していただき、気候変動対策の輪を、一段と拡げていってくださいますことを、心より御期待申し上げております。

　結びになりますが、大変御多忙の中、堅達様には地球温暖化の危機的状況と、脱炭素社会の実現にむけたパラダイムシフトの重

要性についてわかりやすく御講演を頂き、誠にありがとうございました。また、気候変動対策について学びあい、連携の輪を拡げて

いくための「場」を全国各地にお作りいただいた小宮山先生はじめ実行委員の皆様、貴重なアドバイスを頂いた江守先生はじめ審

査委員の皆様、御協賛・御協力いただいた企業・団体の皆様、縁の下からこのイベントを支えてくださった各地域の地球温暖化防

止活動推進センターの皆様、そして、本日御参加の皆様方の今後ますますの御健勝と御活躍を祈念いたしまして、私の挨拶とさせ

ていただきます。

　本日は、誠にありがとうございました。

　脱炭素チャレンジカップ 2021表彰式にあたり、　一言御挨拶を申し上げます。 

　本日、各賞を受賞される皆様、誠におめでとうございます。また、惜しくも入賞には至らなかった皆様におかれましても、それぞ

れの地域において、素晴らしい取組をされているものと承知しております。皆様の日頃からの御尽力に深く敬意を表します。

　昨年十月、菅総理の所信表明演説において、「2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボンニュート

ラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことが宣言されました。まさに現在、地球温暖化防止を始めとする持続可能な社会の構築に向

けた活動の必要性は、一層高まっております。

　文部科学省としましても、学校における環境教育の充実や、青少年教育施設における豊かな自然環境を活用した体験活動の推進

をはじめ、ライフステージに応じた環境教育の推進に取り組んでいるところです。

　この「脱炭素チャレンジカップ」は、地球温暖化防止に向けた取組に関する優れた取組やノウハウを全国に広げていくとともに、

プレゼンテーションや資料展示等を通じて、互いに学び合うことにより、持続可能な社会の構築に繋がる、大変素晴らしい取組と

考えております。

本日、御参加の皆様、特に小学校、中学校、高校等の皆様におかれましては、学校や地域における環境教育で学んだ様々な経験

や知識を活かし、持続可能な社会の実現に向けて、脱炭素、地球温暖化防止に関わる活動に、今後もぜひ積極的に取り組んでい

ただきますようお願い申し上げます。

　結びに、脱炭素チャレンジカップ 2021の開催に御尽力いただきました小宮山実行委員長をはじめとする関係者の皆様に厚く御

礼を申し上げますとともに、本日御参加の皆様方の益々の御健勝と一層の御活躍を祈念いたしまして、御挨拶とさせていただきます。

環境副大臣

文部科学省総合教育政策局社会教育振興総括官

笹川　博義

寺門　成真
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2021（令和 3 ）年 2 月 9 日（火）10：00 ～17：00

オンライン開催（審査会場：東京ウィメンズプラザ）

無料（事前登録制）

脱炭素チャレンジカップ実行委員会／委員長：小宮山 宏（株式会社三菱総合研究所 理事長）

一般社団法人地球温暖化防止全国ネット（以下「全国ネット」）

一般財団法人セブン - イレブン記念財団

ユニチャーム株式会社、株式会社ニトリホールディングス、サラヤ株式会社

一般社団法人日本 WPA、ユタコロジー株式会社、日本マクドナルド株式会社、（公財）SOMPO 環境財団、

株式会社ウェイストボックス、チェックフィールド株式会社、脱炭素化支援株式会社、東部燃焼株式会社、

ホタルネットワーク mito 株式会社森久、（有）アルファサービス、株式会社アクトリー、株式会社 i3experience、

（株）TOGA、北越コーポレーション株式会社、劇的再生 HIROPIKA、

（株）Pure Cycle いばらき

株式会社タカラトミー、株式会社オルタナ、

特定非営利活動法人気象キャスターネットワーク、

木原木材店、こどもエコクラブ、ファインモータースクール、

キリンホールディングス株式会社、社会福祉法人幸仁会 川本園、

エコドライブ研究所

環境省、文部科学省、プラチナ構想ネットワーク、国連広報センター

一般社団法人地球温暖化防止全国ネット

延べ 1,600 名

小宮山　宏	 株式会社三菱総合研究所　理事長

川北　秀人	 IIHOE ［人と組織と地球のための国際研究所］　代表

江守　正多	 国立研究開発法人国立環境研究所　地球環境研究センター　副研究センター長

森永　仁	 一般財団法人セブン - イレブン記念財団　事務局長 

髙村　ゆかり	 東京大学　未来ビジョン研究センター　教授

山盛　英司	 朝日新聞社　マーケティング本部　本部長  

菊池　圭一	 環境省　地球環境局　地球温暖化対策課　脱炭素ライフスタイル推進室長 

高田　研	 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット　理事長　

江守　正多	  国立研究開発法人国立環境研究所　地球環境研究センター 副研究センター長

尾山　優子	 一般社団法人環境パートナーシップ会議　理事　事務局長

松井　敬司	 一般財団法人セブン - イレブン記念財団　事務局次長

桃井　貴子	 認定 NPO 法人気候ネットワーク　東京事務所長

岩谷　忠幸	 オフィス気象キャスター株式会社　代表取締役

関根　透雄	 ユニ・チャーム株式会社 ESG 本部 ESG 推進部 E&S グループ マネージャー代理

岩谷　博通	 株式会社ニトリホールディングス　SDGs 推進室　室長

代島　裕世	 サラヤ株式会社 取締役　コミュニケーション本部　本部長

小川　勇造	 一般社団法人日本 WPA　事務局長 

斎藤　由紀	 ユタコロジー株式会社 CSV 推進室　マネージャー

佐藤　孝治	 公益財団法人　SOMPO 環境財団  事務局長

鈴木　修一郎	 株式会社ウェイストボックス　代表取締役

森　摂	 株式会社オルタナ　代表取締役　編集長

南　利幸	 特定非営利活動法人気象キャスターネットワーク　理事長

開　催　概　要

委 員 会 の ご 紹 介

日　　 程

開催方法

視  聴  料

主　　 催

共　　 催

特別協賛

協　　 賛

協　　 力

後　　 援

事  務 局

視聴者数

委 員 長

副委員長 

委  員

委 員 長

副委員長 

委  員

実行委員会（順不同、敬称略）

審査委員会（順不同、敬称略）
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実行委員会 開催

脱炭素社会づくり活動や地球温暖化防止に取り組む、学校、企業、自治体、NPO団体など

ダイレクトエントリー　65件
※事務局の募集窓口へ直接応募

書類審査
※審査委員による書類採点期間を経て、審査委員会にてファイナリストを選定

脱炭素チャレンジカップ２０２1　プレゼンテーション審査
※「脱炭素チャレンジカップ2021」の舞台で活動をプレゼンテーション発表することで審査を行い、各賞を決定

2020年10月上旬～11月上旬

2020年8月中旬～9月末日

地域大会エントリー　79件
※全国で開催されている温暖化防止や環境に関わる表彰大会で脱炭素チャレン
ジカップ地域大会として認定された大会に参加した団体の中から、各地域地球
温暖化防止活動推進センターが然るべき審査基準によって選定

2020年7月～11月

どちらへも応募可

2020年11月中旬

2021年2月9日

ファイナリスト28団体決定！

奨励賞団体決定

推薦5団体

ファイナリストの皆さんは
こちら！

山形県センター
茨城県センター
川崎市センター
鳥取県センター
大分県センター※ジュニア・キッズ部門6団体、学生8団体、市民7団体、企業自治体7団体

都道府県

奈良県
大分県
徳島県
岩手県
島根県
佐賀県
長野県
千葉県
青森県
愛知県
宮城県
神奈川県

部門

市民部門

企業・自治体
部門

学生部門

ジュニア・キッズ部門

団体名称 取組名

NPO法人市民省エネ・節電所ネットワーク
チーム２℃おおいた協議会
NPO法人環境とくしまネットワーク
一関地球温暖化対策地域協議会
縁パワーしまね
自然と暮らしを考える研究会
合資会社宮島酒店
直立キング風太 with 千葉ンナレンジャー
株式会社　小坂工務店
加山興業株式会社
宮城県農業高等学校科学部チームsmiles
横浜市立相沢小学校

みんなで進める「市民節電所」で、脱炭素社会を目指そう！
市民一体となった脱炭素社会を目指して！
せとうち鳴門「ゴミ箱になった海」再生化プロジェクト
脱炭素コンテスト Ｉｎ いちのせき
地域のエネルギーを地域住民の手で創り出すプロジェクト
地域の自然環境(水車の回る水辺)を活用した環境教育支援
地元産契約栽培米を用いた低精白の純米醸造酒
再生可能エネルギーが大活躍！展望デッキオアシス化プロジェクト
再生可能エネルギーを活用したリユース・リサイクルの普及
加山興業の脱炭素イズム
桜の新品種開発で目指せ！脱炭素～被災校10年目の挑戦～
あいざわのまちＳＤＧｓ宣言

実行委員会 開催

脱炭素社会づくり活動や地球温暖化防止に取り組む、学校、企業、自治体、NPO団体など

ダイレクトエントリー　65件
※事務局の募集窓口へ直接応募

書類審査
※審査委員による書類採点期間を経て、審査委員会にてファイナリストを選定

脱炭素チャレンジカップ２０２1　プレゼンテーション審査
※「脱炭素チャレンジカップ2021」の舞台で活動をプレゼンテーション発表することで審査を行い、各賞を決定

2020年10月上旬～11月上旬

2020年8月中旬～9月末日

地域大会エントリー　79件
※全国で開催されている温暖化防止や環境に関わる表彰大会で脱炭素チャレン
ジカップ地域大会として認定された大会に参加した団体の中から、各地域地球
温暖化防止活動推進センターが然るべき審査基準によって選定

2020年7月～11月

どちらへも応募可

2020年11月中旬

2021年2月9日

ファイナリスト28団体決定！

奨励賞団体決定

推薦5団体

ファイナリストの皆さんは
こちら！

山形県センター
茨城県センター
川崎市センター
鳥取県センター
大分県センター※ジュニア・キッズ部門6団体、学生8団体、市民7団体、企業自治体7団体

都道府県

奈良県
大分県
徳島県
岩手県
島根県
佐賀県
長野県
千葉県
青森県
愛知県
宮城県
神奈川県

部門

市民部門

企業・自治体
部門

学生部門

ジュニア・キッズ部門

団体名称 取組名

NPO法人市民省エネ・節電所ネットワーク
チーム２℃おおいた協議会
NPO法人環境とくしまネットワーク
一関地球温暖化対策地域協議会
縁パワーしまね
自然と暮らしを考える研究会
合資会社宮島酒店
直立キング風太 with 千葉ンナレンジャー
株式会社　小坂工務店
加山興業株式会社
宮城県農業高等学校科学部チームsmiles
横浜市立相沢小学校

みんなで進める「市民節電所」で、脱炭素社会を目指そう！
市民一体となった脱炭素社会を目指して！
せとうち鳴門「ゴミ箱になった海」再生化プロジェクト
脱炭素コンテスト Ｉｎ いちのせき
地域のエネルギーを地域住民の手で創り出すプロジェクト
地域の自然環境(水車の回る水辺)を活用した環境教育支援
地元産契約栽培米を用いた低精白の純米醸造酒
再生可能エネルギーが大活躍！展望デッキオアシス化プロジェクト
再生可能エネルギーを活用したリユース・リサイクルの普及
加山興業の脱炭素イズム
桜の新品種開発で目指せ！脱炭素～被災校10年目の挑戦～
あいざわのまちＳＤＧｓ宣言

脱炭素チャレンジカップ 2021では、エントリー団体の中から、ファイナリストに次ぐ優秀な成績を収めた団体に対し、 「奨励賞」

を贈呈しています。今年度は、以下の 奨励賞受賞 12 団体に対し、2020 年 11月に表彰状を贈りました。

エントリー募集から「脱炭素チャレンジカップ 2021」開催までの流れ

奨 励 賞 団 体 とは？
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実行委員会 開催

脱炭素社会づくり活動や地球温暖化防止に取り組む、学校、企業、自治体、NPO団体など

ダイレクトエントリー　65件
※事務局の募集窓口へ直接応募

書類審査
※審査委員による書類採点期間を経て、審査委員会にてファイナリストを選定

脱炭素チャレンジカップ２０２1　プレゼンテーション審査
※「脱炭素チャレンジカップ2021」の舞台で活動をプレゼンテーション発表することで審査を行い、各賞を決定

2020年10月上旬～11月上旬

2020年8月中旬～9月末日

地域大会エントリー　79件
※全国で開催されている温暖化防止や環境に関わる表彰大会で脱炭素チャレン
ジカップ地域大会として認定された大会に参加した団体の中から、各地域地球
温暖化防止活動推進センターが然るべき審査基準によって選定

2020年7月～11月

どちらへも応募可

2020年11月中旬

2021年2月9日

ファイナリスト28団体決定！

奨励賞団体決定

推薦5団体

ファイナリストの皆さんは
こちら！

山形県センター
茨城県センター
川崎市センター
鳥取県センター
大分県センター※ジュニア・キッズ部門6団体、学生8団体、市民7団体、企業自治体7団体

都道府県

奈良県
大分県
徳島県
岩手県
島根県
佐賀県
長野県
千葉県
青森県
愛知県
宮城県
神奈川県

部門

市民部門

企業・自治体
部門

学生部門

ジュニア・キッズ部門

団体名称 取組名

NPO法人市民省エネ・節電所ネットワーク
チーム２℃おおいた協議会
NPO法人環境とくしまネットワーク
一関地球温暖化対策地域協議会
縁パワーしまね
自然と暮らしを考える研究会
合資会社宮島酒店
直立キング風太 with 千葉ンナレンジャー
株式会社　小坂工務店
加山興業株式会社
宮城県農業高等学校科学部チームsmiles
横浜市立相沢小学校

みんなで進める「市民節電所」で、脱炭素社会を目指そう！
市民一体となった脱炭素社会を目指して！
せとうち鳴門「ゴミ箱になった海」再生化プロジェクト
脱炭素コンテスト Ｉｎ いちのせき
地域のエネルギーを地域住民の手で創り出すプロジェクト
地域の自然環境(水車の回る水辺)を活用した環境教育支援
地元産契約栽培米を用いた低精白の純米醸造酒
再生可能エネルギーが大活躍！展望デッキオアシス化プロジェクト
再生可能エネルギーを活用したリユース・リサイクルの普及
加山興業の脱炭素イズム
桜の新品種開発で目指せ！脱炭素～被災校10年目の挑戦～
あいざわのまちＳＤＧｓ宣言

ファイナリスト28団体 （発表順）

部門 発表順 都道府県 取組名

学
生
部
門（
8
件
）

ジ
ュ
ニ
ア・キ
ッ
ズ
部
門（
6
件
）

市
民
部
門（
7
件
）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

22

23

24

25

26

27

28

15

16

17

18

19

20

21

兵庫県

静岡県

愛知県

大分県

静岡県

宮城県

東京都

徳島県

ソフトエネルギー研究ユニット

富士宮高校会議所

愛知県立南陽高等学校　Nanyo Company部

学校法人誠心学園浜松開誠館中学校高等学校

宮城県農業高等学校 　農業経営者クラブ

緑のリサイクルソーシャルエコプロジェクトチーム

人と自然の豊かな関係をきづく脱炭素社会実現に向けて

マスマス元肥（ゲンピ）を使って富士宮を元気にしよう。

食品ロス削減で意識を変えるん脱炭素！

バークを活用した循環型農業への展開

地球と未来を守れ！気候マーチで脱炭素社会を訴えよう！

「脱炭素」で作る被災地オレンジロード

クリエイティブクッキングバトルオンラインKAWA

資源循環型肥料の開発で地球を救う、環境社会イノベーション！

福岡県

大阪府

佐賀県

茨城県

東京都

大阪府

大牟田市立明治小学校

八尾市立曙川小学校

佐賀市立鍋島中学校

田中学園・緑丘学園ゼロカーボン委員会

東京都杉並区立西田小学校

せいわエコクラブ

大牟田ハッピータウンプロジェクト　美しいふるさとを未来へ残そう

輝く笑顔「みんなでつくるエネルギー教育」

使い捨てカイロで水路浄化と森づくりへ

緑丘学園・田中学園「ゼロカーボンにむけた取り組み」

ユネスコスクール「NISHITA」の挑戦

「水はどこから」　私たちのできる事を続ける！

長野県

茨城県

東京都

愛知県

埼玉県

神奈川県

山形県

飯山市雪エネルギー検討会議

森の守り人

あおぞら学童保育クラブ

ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク

ドリームやまがた里山プロジェクト

雪室を利用した地域の特色ある商品開発

未来の子ども達と元気な森づくりで「脱炭素！」

民家を改造！オフグリッドハウス「松江の家」

あおぞら学童保育クラブ木造施設建設プロジェクト

狭山市内各所で、市民参加のマイタウンソーラー発電所設置！

循環型社会に向けた福祉農園プロジェクト

自動車の廃材を活用したバリアフリービーチの構築

北海道

滋賀県

宮城県

千葉県

茨城県

神奈川県

大分県

株式会社土谷特殊農機具製作所

～ひこねの金物や～株式会社ニシダ

宮城県富谷市

一般社団法人やちよ未来エネルギー

株式会社音力発電

モリショウグループ

究極のCO2排出ゼロの低温貯蔵庫「アイスシェルター（氷室）」

この美しい日本の自然と、未来の子供たちの笑顔を守るためには

とみやからはじまる未来のくらし　～脱炭素×水素エネルギー～

コドモミライプロジェクト

バイオマスエネルギーの活用によるCO2ゼロへの挑戦

日本発・世界初の波力発電技術、「循環型波力揚水発電」の紹介

木質バイオマス発電を核としたSDGｓへの取り組み

企
業・自
治
体
部
門（
7
件
）

団体名称

大分県立玖珠美山高等学校 地域産業科
チーム野菜

クリエイティブクッキングバトルオンライン
KAWA 実行委員会

北越コーポレーション株式会社
関東工場勝田工務部

NPO法人足元から地球温暖化を考える
市民ネットえどがわ

株式会社パスポート
社会福祉法人はぐるまの会　　



Zero Carbon Challenge Cup 2021

ー  8  ー

ファイナリスト28団体 （発表順）

　10：00～10：12

　13：30～14：00

　14：00～14：35

　14：35〜15：15

　15：30～16：45

　10：12～13：15 

開会
●開会の挨拶　
　脱炭素チャレンジカップ実行委員会　
　委員長　小宮山 宏
●ファイナリスト紹介
●審査委員紹介

講演
「本気でめざそう！脱炭素社会」
●講演者
　堅達 京子さん
　NHKエンタープライズ  
　エグゼクティブ・プロディーサー　

パネルディスカッション
「脱炭素化は実現できるの？！
　～気候変動に立ち向かう
　　　トップランナーたち～」
●ファシリテーター
　川北 秀人 （実行副委員長）
●パネリスト
　堅達 京子さん
　脱炭素チャレンジカップ協賛企業

オンラインワークショップ
「特別企画グル～プセッション！
　地域における脱炭素化への挑戦！」
●出演者：ファイナリスト28団体、脱炭素チャレ

ンジカップ協賛企業、地域温暖化防止活動推
進センター

表彰式・閉会
●主催者挨拶
　脱炭素チャレンジカップ
　実行副委員長　川北　秀人

●審査結果発表
●審査講評 
　審査・企業／団体賞選考委員会
　審査委員長　江守　正多

●閉会の挨拶
　一般社団法人地球温暖化防止全国ネット
　理事長　高田　研

ファイナリスト28団体による
プレゼンテーション発表
　発表時間　1団体4分

10：12　学生部門 （8団体）
11：05　ジュニア・キッズ部門 （6団体）
11：46　企業・自治体部門 （7団体）
12：33　市民部門 （7団体）



Zero Carbon Challenge Cup 2021

ー  9  ー

ステージプログラム ： 講演 （13：30～14：00）

ステージプログラム ： パネルディスカッション （14：00～14：35）

堅達  京子さん
（NHKエンタープライズ
　エグゼクティブ・プロデューサー）

　 ＮＨＫ入 局 以 来、 報 道 番 組 の
ディレクターとしてＮＨＫスペシャル
や ク ロ ーズ ア ップ 現 代 を 制 作。
2006 年からプロデューサー。環境
キャンペーンの責任者を務め、気候変動や脱炭素をテーマに
数多くのドキュメンタリーを放送。近著に「脱プラスチックへの
挑戦」。日本環境ジャーナリストの会副会長。

「本気でめざそう！脱炭素社会」

「脱炭素化は実現できるのか？！～気候変動に立ち向かうトップランナーたち～」

前身の低炭素杯で、副審査委員長を務めておられまし

た堅達氏をお招きして、ご講演を頂きました。

世界がグリーンリカバリーに動く中、日本も 2050 年

CO2 実質ゼロの宣言を受け、パラダイムシフトへの道

を探ります。こちらのご講演内容は、脱炭素チャレンジ

カップの YouTube チャンネルより、ご覧いただけます。

脱炭素チャレンジカップ協賛企業のサスティナビリティ等のご担当の方々

に堅達氏が加わり、脱炭素な社会の構築に向けて、ディスカッションを

して頂きました。

脱炭素化への取組や、それを実行するまでのステップなどについて

話し合いを行いました。こちらの様子は、脱炭素チャレンジカップの

YouTube チャンネルより、ご覧いただけます。 ファシリテーター
川北氏（実行副委員長）

ユニ・チャーム株式会社
橋本氏

日本マクドナルド株式会社
岩井氏   

セブン - イレブン記念財団
中村氏     　

サラヤ株式会社
秋吉氏  

株式会社NHKエンタープライズ
堅達氏   
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オンラインワークショップ （14：35～15：15）

「特別企画グル～プセッション！地域における脱炭素化への挑戦！」
ステージプログラムの講演、パネルディスカッションの内容を参考に、ファイナリスト28 団体と脱炭素チャレンジカッ

プ企業／団体のご担当の方々が、6 グループに分かれて意見交換を行いました。

前身の低炭素杯 2017 から登場して早 4 年が経ちましたが、満を持して、愛称募集をしました。
沢山の皆様から、愛称の応募を頂き、「クリーマくん」に決定しました！

マスコットキャラクターの愛称が決定！

愛称理由：クリーマは、気候・

天候を意味するドイツ語、イ

タリア語です。今日の気候変

動の原因である地球温暖化

を防止し、誰しもが安全に健

康で生活できる環境（気候）

を目指していく意味で命名し

ました。

新キャラ：ユキヒョウの「ゆきまる
くん」登場！「幻の動物」とも呼ば
れるユキヒョウを絶滅させないメッ
セージを込めて、「ゆきまるくん」は
生まれました！
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脱炭素チャレンジカップ2021表彰式

　ファイナリストのよるプレゼンテーション発表後に開催さ
れた「審査・企業 / 団体賞選考委員会（審査委員会）」において、
脱炭素チャレンジカップ 2021 の受賞団体を決定しました。
　表彰式では、環境大臣賞グランプリ (1 団体 )、金賞 ( 各部
門から 1 団体、計 4 団体 ) の受賞団体が発表され、笹川博義
環境副大臣より各受賞団体に賞状が授与されました。
　また、文部科学大臣賞 ( 社会活動分野、学生活動分野から
各 1 団体、計 2 団体 ) では、寺門成真文部科学省総合教育政
策局社会教育振興統括官より各受賞団体に賞状が授与されま
した。
　企業 / 団体賞については、各賞提供のプレゼンターから受
賞団体（10 団体）へ、審査委員特別賞は尾山審査副委員長か
ら受賞団体 (1 団体 ) へ、オーディエンス賞は小宮山実行委員
長から受賞団体 (2 団体 ) へ賞状等が授与されました。

川本園は、昭和 54 年開所以来、知的障害を持った人に仕事を提
供し、時代の流れにあわせて鬼瓦製造、竹箒や建仁寺垣や割り
箸などの竹工加工品の製造に取り組んでいます。
現在は、様々な木工製品を埼玉県産の桧・杉を原材料として製
品を作っています。「森のめぐみ・しごと」をキャッチフレーズに、
障害者の方々が力強く働ける環境作りと、自立に向けた支援を
めざしています。

今大会から、脱炭素チャレンジカップの協力団体でもある障害福祉
サービス事業所の川本園に制作して頂きました。

埼玉県内の間伐材を活用した見開きの木製盾になります。

全ファイナリストのショット

表彰盾について
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脱炭素チャレンジカップ2021受賞者一覧

モリショウグループ

学校法人誠心学園浜松開誠館
中学校高等学校

株式会社土谷特殊農機具製作所

八尾市立曙川小学校

ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク

環境大臣賞　グランプリ環境大臣賞　グランプリ

環境大臣賞　金賞　学生部門環境大臣賞　金賞　学生部門

環境大臣賞　金賞　環境大臣賞　金賞　企業・自治体部門企業・自治体部門

環境大臣賞　金賞　ジュニア・キッズ部門環境大臣賞　金賞　ジュニア・キッズ部門

環境大臣賞　金賞　環境大臣賞　金賞　市民部門市民部門

おめでとうございました！
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脱炭素チャレンジカップ2021受賞者一覧

飯山市雪エネルギー検討会議

大牟田市立明治小学校

富士宮高校会議所

佐賀市立鍋島中学校

せいわエコクラブ

宮城県農業高等学校
農業経営者クラブ

大分県立玖珠美山高等学校
地域産業科チーム野菜

田中学園・緑丘学園ゼロカーボン委員会

文部科学大臣賞　社会活動分野文部科学大臣賞　社会活動分野

セブン-イレブン記念財団セブン-イレブン記念財団
最優秀地域活性化賞最優秀地域活性化賞

いのちをつなぐいのちをつなぐ
SARAYA賞SARAYA賞

ユニ・チャームユニ・チャーム
最優秀やさしさでえささえる賞最優秀やさしさでえささえる賞

日本WPA日本WPA
最優秀未来へのはばたき賞最優秀未来へのはばたき賞

ニトリニトリ
最優秀夢・未来賞最優秀夢・未来賞

ユタコロジーユタコロジー
最優秀チャレンジ賞最優秀チャレンジ賞

文部科学大臣賞　学校活動分野文部科学大臣賞　学校活動分野


